
（別紙様式１） 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  あわら市芦原小学校  

 

 

 

 

             

  

 

＜体育の授業について＞ 

・児童一人一人がめあてをもち、楽しみながら豊富な運動量を確保できるようにする。 

 ・体育カードやタブレット端末を活用し、児童が自分自身で技能の向上や記録の伸びを実

感できるようにする。 

 ・昨年度の体力テストの結果から、走力、筋力に課題があることが分かった。そのため、

準備運動や、授業の導入で運動を工夫し改善できるように取り組んでいく。 

 ・保健や健康の授業を養護教諭と協力して行う。ICT機器で動画や画像などを活用し、児童

が保健や健康の重要性を理解し、実践につなげられるようにする。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

・体育的行事として運動会やマラソン大会、なわとび大会を行う。またそれぞれの行事に

目標をもって臨むようにする。 

 ・マラソン大会は、２年間同じ距離を走ることで、自分の記録の変化を実感できるように

する。また、前回の記録よりタイムが良くなった児童には「タイムアップ賞」を与え、

児童の意欲を高める。 

・マラソン大会の１か月前から週４回の業間マラソンを実施し、全児童が自分に合った目

標を定めて積極的に走るようにする。（アクティブワン） 

・２月上旬をなわとび週間とし、昼休みに高学年が低学年に教えたり一緒に跳んだりする

場を設ける。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

・全学年で水泳学習時の準備運動にラジオ体操を取り入れる。児童のラジオ体操への関心

を高めることで、夏休みに地域の人と共にラジオ体操を行えるようにする。 

・運動会やマラソン大会、なわとび大会を積極的に保護者に参観し、児童のがんばる姿を

見てもらえる機会を増やす。 

・児童が密になる活動については、マスク着用、授業後の手洗いなどの対策をする。 

・カヌーポロやトリムマラソンなど地域のスポーツ大会への参加児童数増加を図る。 

  

 

・「業間マラソンや体力づくりに熱心に取り組んでいる児童が95％以上」を目指す。 

・教員間で情報交換をし、個に応じたサポートができるようにする。 

・感染対策に注意しながら、グループでの話し合い活動を積極的に取り入れて、体

育授業の充実を図る。 



（別紙様式１） 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

                                            学 校 名  あわら市北潟小学校    

                                                                                       

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

○児童がめあてをもって、楽しく運動に取り組むことができるような授業を工夫する。 

・昨年度の体力テスト「握力」の結果は、県や全国の平均に比べ、卒業した６年男子

が低く６年女子が高いが、他学年については、ほぼ県や全国の平均に近い。グーパ

ー体操や鉄棒を使用したぶら下がり、タオルを使用した引っ張り合いゲームなど、

楽しく握力を鍛える活動を取り入れる。 

・持久力の向上、体幹を鍛えるために、準備運動に「時間走」「体幹トレーニング」 

等の活動を取り入れる。（走るレーンやスタート位置を変え、密を避ける。） 

    また、冬季には、長縄の８の字跳びや短縄の時間跳びを取り入れる。 

   ・時間走やなわとびでは、個人の目標を具体的な数字やイメージで示し、一人一人が

めあてをもつことができるようにする。 

   ・投能力の向上のために、新聞紙で作ったボールを活用しながら、手首のスナップ、肘

の使い方、投球フォーム、体の捻転などの運動感覚を児童に定着させる。 

   ・保健や健康に関しては、健康な生活に関する課題、体の成長や発達に関する課題、

心の健康に関する課題に気づき、自ら改善ができるよう、養護教諭からの支援を受

けながら、保健の授業を進めていく。 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

○教職員が全員体制で技術的・精神的な指導や支援に取り組む。 

   ・業間運動：火、木曜日の業間に、５分間の「北潟っ子マラソン」を行う。また、雨天

時や冬季は、多様な動きをつくる運動や長縄に取り組ませるなど、運動不足を解消し

ていく。 

   ・校内マラソン大会：１０月に実施する。５月に一度記録を測定し、その記録と本番の

記録を比較することで、「北潟っ子マラソン」の成果を実感できるようにする。 

   ・なわとび大会：励まし合いながら個人種目に取り組むことによって、学級のつなが

りを強くする。学年の種目は発達段階に合わせて、系統立てて設定する。 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

○カヌーやスキー教室を通して、家庭や地域と連携を図る。 

・北潟湖ではカヌーが盛んである。本校では、クラブ活動や自然教室などにカヌーを

取り入れている。夏休みには、あわら市の小学校が参加するカヌーポロ交流会やカ

ヌーポロ大会も開かれる予定である。カヌーを通して、地域の方や他校の児童と交

流するとともに、体力の向上を図っていきたい。また、高学年が参加するスキー教

室では地域の方を講師として招き、安全面や技術の指導を行うことで、スキーの楽

しさを体験してほしいと考えている。今年度も、感染状況を確認しながら、できる

限りの活動を実施していきたいと考えている。 

・グラウンドや体育館での運動時には原則マスクを着用しないが、室内などで密集す

る場面ではマスク着用も選択する。なるべく、ソーシャルディスタンスが確保され

る運動を工夫していく。また、授業前後の手洗いも行っていく。 

業間運動を通して、体力の充実を図ろう！ 
～握力・持久力・投能力の向上と体幹を鍛える～ 

 



（別紙様式１） 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  あわら市本荘小学校    

                                                                                       

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

○すべての児童が楽しく運動に取り組めるように、ただ技術だけを教え込むのでは

なく、自分たちでルールを相談して決めさせたり、ワークシートや学習カードを

工夫したりするなど、児童が主体的に、かつ、めあてをもって活動に参加できる

ように工夫する。ゲームでは、作戦タイムや練習タイムなどを設けて、おもしろ

さを自分たちで深め、運動することの楽しさを感じ取らせていく。 

○保健や健康に関する学習では、養護教諭と連携して、効果的に学習をすすめる。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

○業間運動に週２回６分間マラソンを取り入れる。グラウンドを周回し、３年生以

上は田園コースも走る。時間内に何周走れたかをマラソンカードに記入して、意

欲を強くもち続けられるように、たくさん塗れた児童の名前を月ごとに放送で発

表する。 

○一輪車に自由に取り組めるように、常時玄関に設置する。 

○グラウンドではサッカーボールとスポンジボール・プラスチックバットを、体育

館ではドッジボールやバスケットボールを自由に使えるようにして、子どもたち

が自由にボール運動を楽しめるよう環境を整える。 

○なわとびカードを配付する。努力目標、意欲が強くもち続けられるように、達成

できた級・段によって、廊下に掲示してある名札がランクアップしていくような

仕組みを作る。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

○冬の業間運動では、縦割り班で大なわとびを行う。コロナ感染対策として密を避

けるために、１２グループある縦割り班のうち、４グループずつ分割して実施す

る。制限時間内に跳べた回数を掲示・放送をして、意欲を高める。 

○休み時間には、体育館でボール遊びができるようにする。ただし、コロナ感染対

策として密を避けるために、学年ごとに曜日や場所の割り当てをする。 

  ○プロサッカーチームの訪問を依頼し、プロのサッカー選手との交流や技術指導を

してもらう機会をつくる。 

  ○学校体育実技指導者派遣事業（水泳）を活用し、直接技術の指導を受け、興味・

関心をもたせる。 

 

◎自ら進んで運動する児童の育成を図る。 

◎目的意識を持った体力向上と、最後まであきらめない気力の向上を図る。 



（別紙様式１） 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 

～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                     学 校 名 あわら市金津小学校    

 

 

 

 

＜体育の授業について＞ 

・昨年度の体力テストの結果から、握力と上体起こしに力を入れる。握力につい 

ては、うんていや鉄棒の運動を多く取り入れる。上体起こしについては、準備 

運動やマット運動の単元で、体幹を鍛える運動を多く取り入れる。 

・体育館やグラウンド、備品等を整備し授業環境を整える。 

・教員間の情報交換や教材共有により、質の高い授業づくりを目指す。 

・授業では、準備や説明の時間を短くし、運動時間を確保するようにする。 

・ＩＣＴを積極的に取り入れ、活用方法を検討していく。 

・保健の授業については、単発ではなく単元ごとに期間を設定して実施する。児 

童の生活と関連させ、自分事としてとらえ学習できるようにする。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

・体育的行事として、春季マラソン大会、運動会、秋季マラソン大会、なわとび大会を

実施する予定である。各行事において、児童一人一人が達成感を味わえるよう計画し

ていく。 

・クラブ活動において、スポーツ少年団で活動をしている児童にはできるだけ他のクラ

ブに入るよう助言し、バランスのとれた体力の向上を図る。また、各教員の専門性を

生かしたクラブを開設し、児童の運動経験の幅を広げるようにする。 

・業間活動として、春と秋に業間マラソンを実施し、走持久力の向上を図る。期間は４

月～５月と９～10 月とし、校内マラソン大会を目標に一人一人がめあてをもって取り

組めるようにする。冬期は、業間なわとびを実施する。 

・金曜日は、昼休みを 40 分設定し、児童が体を動かす時間を確保する。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

・家庭でできる体力向上につながる運動について、児童や家庭に発信していく。 

・児童のラジオ体操への関心を高め、運動の定着を図る。運動会での準備運動に、ラジ

オ体操を取り入れる。月に１回以上、授業で行うようにする。 

・必要に応じて感染予防の指導を徹底する。教師が見ていなくても、児童自身で感染予

防を意識できるようにする。 

 

・備品の整理、運動時間の確保に力を入れ、運動する意欲を高める。 

・握力、上体起こしの記録を高める運動を多く取り入れる。  



（別紙様式１） 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名 あわら市細呂木小学校            

                                                                                       

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

・体力の向上と健康の大切さを知り、前向きに実践できる児童を目指す。 

・授業の初めに本時のめあてを伝えることで、児童が見通しをもって授業に参加できるよう

にする。また、授業の最後には振り返りの時間を設け、次時の活動につなげられるように

する。 

・毎時間のウォーミングアップや補助運動として、遊具を使用したサーキットトレーニング

や体ほぐし運動などを取り入れ、さまざまな運動技能の向上を図る。 

・児童の体力テストの結果を把握し、体力の向上と改善に努める。また、球技活動において

は、すべての児童が活躍できるようなルールの工夫や場の設定を考えていく。 

・水泳学習では、複数の教員で安全の確保を図る。また、泳げる児童と泳げない児童をコー

ス分けするなどして、個別指導ができる体制をつくり、技能の向上を目指す。 

・保健学習においては養護教諭や栄養教諭との連携を図り、必要に応じてTTの授業を行う。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

・火・木曜日の「細呂木タイム」（8:30～8:45）を活用する。基本は15分間のマラソンとす

るが、球技大会やなわとび大会に向けた練習にあてるなど運用を工夫して年間を通して児

童の体力向上に努める。 

・運動会・球技大会・なわとび大会などの全校で取り組む体育行事を通して、児童同士が助

け合い、教え合い、競い合えるような仲間づくりを目指す。 

・体育委員会が中心となり、全校で運動をする企画や健康について考える企画を実施するな

ど、保健体育に関する活動を行う。 

・給食指導を通して食育を推進し、栄養のバランスを考えた食生活の推進に努める。 

・長期休業には、生活チェックシートを活用し、家庭と連携することで、規則正しい生活の

大切さを知り、実践できる児童の育成を図る。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

・あわら市で盛んであるカヌー競技を児童に慣れ親しませる。自然教室などでカヌーの体験

を取り入れる。また、夏季休業中に行われるカヌーポロ大会の参加を児童に呼びかけ、積

極的に参加していく。 

・体育的行事の前に、児童に目標を書かせ、家庭に持ち帰らせる。そして、保護者からの励

ましの言葉を書いてもらう。児童が目標に向かって努力できるように家庭と連携する工夫

を取り入れていく。 

 

協力し、励まし合いながら、楽しく運動できる児童の育成 

 



（別紙様式１） 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名 伊井小学校            

                                                                                       

 

 

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

◆年間指導計画は、季節や天候・行事などとの関連を考慮して作成する。 

◆低中高の２学年合同体育を実施しているため、２年間を見通した学習を行う。 

◆ICT（タブレット）を活用し、自身の活動をふり返り、課題意識を持ったり、解決方

法を探求したりする。 

◆各単元において、ワークシートを活用して記録の記入や振り返りを行うことで、自己

の記録や課題について意識できるようにする。 

◆保健領域の学習に関し、養護教諭による健康指導や栄養教諭による食育に関する授業

を取り入れながら、学んだことを生活に生かせるような指導を行っていく。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

◆体育的行事では、マラソン大会、着衣水泳、運動会、縄跳び大会など、季節にあわせ

て様々な行事を行っていく。 

◆業間の時間を使って、週に２回、春から秋にかけてマラソンを行い、冬には縄跳びを

行う。その際に、マラソンカードや縄跳びカードを活用して、児童が目標をもって取

り組めるようにする。また、特別活動行事では、前期と後期に１回ずつ、業間の時間

に全校児童で行う運動遊びの企画を行い、運動に親しんだり異学年との交流を楽しん

だりする。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、コロナ禍での工夫や取組み等）＞ 

◆感染症予防対策として、うがい・手洗いや３密を避けること、生活習慣を見直し、抵

抗力を高めることなどを家庭と連携し、徹底する。 

◆食育、健康教育の推進として、給食委員会が毎日の食材を黒板に掲示することや、放

送委員会が給食時間に毎日の献立について放送をすることで、食への関心を高める。ま

た、養護教諭、栄養職員とのTT指導にも取り組む。 

 

 

「体力＆運動意欲」レベルアップ大作戦 

○計画を実施するに当たって、具体的な取組みを挙げてください。 
○可能な範囲で、コロナ禍での工夫や取組み（例：種目の変更、実施形態）を記載してください。 
○様式、レイアウト等については多少変更していただいても構いませんが、＜項目＞は合わせてい 

ただくようお願いします。 



（別紙様式１） 

 

令和５年度 児童生徒体力つくり推進計画書（小学校用） 
～元気パワーアップ作戦～ 

 

                                            学 校 名  金津東小学校           

                                                                                       

 

 

 

 

             

  

＜体育の授業について＞ 

１年生から６年生まで系統立てた指導計画に基づき、運動することの喜びや楽しさを

味わえる授業を構成していく。授業の初めにめあてを示し、児童一人一人がそのめあて

を達成できるように、場の設定を工夫したり学習カードを活用したりして、児童が主体

的にかつ意欲的に切磋琢磨できる学習展開を工夫する。 

昨年度の体力テストで、握力、上体起こし、長座体前屈の項目において県平均を下回

った学年が多かったため、体育のウォーミングアップのときにグーパー体操を積極的に

取り入れる他、雲梯や鉄棒遊びを推奨し、腹筋を鍛えたり柔軟性を向上させたりするよ

うなメニューを意図的に取り入れるなどしていきたい。 

よく食べ、よく動き、よく眠る“健康３原則”（調和のとれた食事、適切な運動、十

分な休養・睡眠）を徹底するため、３・４年の保健学習において養護教諭と連携し、よ

り効果的な心と体の健康の教育を推進する。 

 

＜特別活動について ※「アクティブワン（業間運動）」を含む＞ 

業間体育で取り組んでいるマラソンの成果を発表する場として、校内マラソン大会を

春と秋で２度実施する。また、児童の意欲を向上させるため、自己最高記録を出した児

童全員にマラソンがんばり賞を出す。後期は、なわとび進級表に基づいた取組みを展開

する。その成果を発表する場として校内なわとび大会を行い、記録達成者の掲示や、業

間体育時、縦割り班ごとに大繩八の字とびに取り組む活動を実施する。 

アクティブワンとして、毎週月・火・木・金曜日に、業間体育としての２０分間を設

定する。業間体育では、昨年度よりマラソンを行う日数を増やし、運動意欲や体力の向

上を目指す。金曜日に設定している３５分間の大昼休みでは、グラウンドでサッカーや

遊具遊び、体育館でバスケットボールやバレーボールなどで、自由に活動する。 

 

＜その他（家庭や地域、外部団体等との連携、感染症対策での工夫や取組み等）＞ 

健康教育の推進では、夏季休業中に地区毎のラジオ体操への参加、長期休業中に「早

寝、早起き、朝ご飯」の点検を、家庭や地域と連携して行う。 

「地域再発見ウォーク」の活動を通して、地域の歴史や自然を学習するとともに地域

の方との交流を深めながら、体力づくりを行う。 

コロナ対策として、水泳学習では、密にならないようなロッカールームの配置の工夫

を行う。また、体育の授業のときは、体育館やグラウンドでの一人一人水筒の置き場所

を決め、間隔を十分にあけて水分補給を行うなどの対策を行っていく。 

 

○ 業間活動のマラソン及びなわとび、昼休みにおける全校外遊びの継続。 

○ 児童一人一人がめあてをもって運動する体育の授業づくり。 

○「早寝、早起き、朝ご飯」による体つくり。 

 


